
事　業　成　果
・市内に長年立地する事業者から、企業再投資促進補助金の申請があり、機械設備等に
再投資したことで税収が確保され、また、地域産業の活性化を図ることができた。

現在および将来
の　課　題

優遇制度の利用頻度が少ないこと、また企業から優遇措置に対する意見が届いていないこと
で、現在の優遇制度の利用しやすさの判別ができていない。

近隣市町の状況

・企業再投資促進補助金のある近隣市町
　岡崎市、碧南市、刈谷市、豊田市、安城市、西尾市、知立市、豊明市、日進市、東郷町
・高度先端産業立地補助金のある近隣市町
　岡崎市、豊田市、安城市

今 後 の 方 向 性
企業に対して優遇制度をPRし、企業から希望する優遇措置の内容を聞き取りした上で、制度
の見直しや新規制度を充実させ、使いやすい魅力のある優遇制度を設ける。

今後の事業費
の見込み

平成２９年度は、再投資促進補助金１件と新規成長産業立地補助金１件の申請及び交付を
見込んでいる。

市民ニーズ
市内に長年立地する事業者から、企業再投資促進補助金の申請があり、工場を新設し
機械設備等に再投資したことで、固定資産税等の税収が確保され、また、地域産業の活
性化を図ることができた。 過去（3年）に

行った見直し

市内の企業等の流出防止及び雇用の維持拡大を図り、地域経済の振興と市民生活の向上
に資するため、平成26年度に「みよし市企業再投資促進補助金交付要綱」を創設し、平成27
年度から施行した。

20 担当者会議（1名、7回）、打合せ旅費（1名、8回）

需用費 175 企業支援補助金パンフレット印刷代（162千円）、書籍代（13千円）

行政が関与す
る妥当性

・企業への優遇制度等立地関連情報の提供だけでなく、企業が抱える様々な問題・課題
に対し総合的に支援することができる。

負担金、補
助金

14,716
愛知県産業立地推進協議会負担金（30千円）
企業再投資促進補助金（14,686千円）

科目 金額（千円） 内　　　　　　　　　容

事
業
の
必
要
性

実施の必需性
（廃止した場
合の市民への
影響）

・この事業を廃止した場合、市内に新規に立地しようとする企業にとって魅力がなくなり、
また、既存企業が市外へ流出することが懸念され、雇用機会の拡大や労働者の市外への
流出を防止することができなくなり、地域の活性化を図ることができなくなる恐れがある。

報償費 28 先端産業等立地奨励措置審査会委員報酬（委員4名）

旅費

事 業 の 概 要

・市内に企業を誘致することにより、産業構造の多様化、高度化、地域の活性化並びに雇
用機会の拡大を図る。
・市内に高度先端産業又は新規成長産業の工場等を新増設する者に対して、奨励金を
交付する。
・愛知県と連携し、産業空洞化に対応するため、原則として20年以上市内に立地する工
場等を有する企業で、工場、研究所の新増設等を行う企業に対して、補助金を交付す
る。

平
成
２
８
年
度

取　組　内　容

・企業再投資促進補助金申請の受付。
・新規成長産業立地奨励金の申請企業の認定に係る審査会を開催した。
・企業誘致に関する会議、研修等に参加した。
・愛知県企業立地推進協議会に負担金を支払った。

予　算　額 14,939 千円

執　行　内　訳
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